
交通安全プログラムによる通学路改善ガイドライン 

                            

通学路の交通安全のための対策が必要な箇所について、新設或いは改良にあたっ

て優先度や対策の可否を判断するための基準となるガイドラインです。通学路要望

にあたっての参考としてください。 

要望にあたっては、要望内容に関係する自治会及び対策要望箇所が属する自治会

の双方から必ず同意を得てください。 

 

【対策必要箇所における事例】          

対応機関 改善要望内容 要望に対する着目のポイント 

共通事項 共通事項 

・関係自治会、地権者の地元合意が得られている

こと 

・学校長が指定する通学路であること 

（ただし、児童生徒宅～集合場所（通学路の末端）

の間において明らかな危険箇所と判断される

場合は、教育総務課へ事前に相談すること） 

亀山警察署 

横断歩道、停止線の引

きなおし 
・摩耗状況等を考慮する 

規制標識、看板の設置 

・道路に対する規制の適合性 

・既設の近接状況 

・交通事故の発生状況及び事故形態 

・案内標識等による代替案の考察 

・設置可能の有無 

横断歩道の設置 

・横断需要（通学人数） 

・隣接信号機・隣接横断歩道との距離 

・交通事故の発生状況及び事故形態 

・通学路変更等の代替案の考察 

・設置可能の有無 

・PTA等による自助努力（旗当番）の推進状況 

・現に発生した通学中の危険状況の具体例の提

示 

・歩行者の滞留スペースの有無 



亀山警察署 
信号機の設置・改良等 

 

・横断需要（通学人数） 

・隣接信号機との距離 

・交通事故の発生数及び事故形態 

・通学路変更等の代替案の考察 

・設置可能の有無 

・PTA等による自助努力（旗当番）の推進状況 

・現に発生した通学中の危険状況の具体例の提

示 

・信号周期の変更にあっては、通学人数、交通量、

交差点状況、隣接信号機との連携状況を総合的

に判断する。（通学状況や、どの程度の変更が

必要か記載すること。） 

亀山市建設管理課

（市道） 

三重県鈴鹿建設事務

所（県道、県管理国

道） 

防護柵の設置（ガード

レール、ポール等） 

・設置後の道路幅員減少の想定状況 

・隣接家屋との位置関係 

・代替案の検討 

路面標示等の設置（外

側線、注意喚起の表

示、路肩着色等） 

減速を促す速度規制

表示 

減速を促すための交

差点部のカラー化 

・既設標示との位置関係 

・設置スペースの有無 

・代替案の検討 

・交通状況（歩行者含む） 

ハンプ（減速帯）の設

置 

・市道のみ 

・設置による車両音 

・代替案の検討 

・交通状況（歩行者含む） 

側溝蓋の設置 

1 ・既設側溝の形状把握 

・歩行者、自転車利用者状況把握 

・個人宅乗入れ利用でないこと 

・隣地に雨水流入の恐れがある 

草刈り、樹木の剪定 

・道路敷であること 

※民有地の場合は、所有者へ学校又は地域から依

頼すること 

歩道の整備 

・歩道未整備区間であって、沿道に民家が多く、

歩道を新設するための十分なスペースが確保

できる場所であり、用地協力が得られること。 

・沿道状況 



亀山市土木課（市道） 

三重県鈴鹿建設事務

所（県道、県管理国

道） 

スクールゾーンの設

置 

・通学人数が１日おおむね４０人以上 

・小学校等を中心とした半径１キロメートル以

内の地域 

（学校長から教育委員会へ要望書が必要。通学路

安全対策関係者連絡会等で協議し、決定する） 

教育委員会教育総務

課 

亀山市建設管理課 

通学路の変更 

・地域、PTA、学校の合意の有無 

（学校長から教育委員会へ届出が必要。通学路安

全対策関係者連絡会等での意見を付し最終的

には学校長の判断による） 

学校 

教育委員会教育総務

課 

道路電柱の撤去 
・道路改良等道路形状変更時の必要性 

・移設先の同意を得ること 

電柱所有者（中電、Ｎ

ＴＴなど） 
  

 


